
2011年5月25日
JUAM若手会員を対象とした研究・実践発表支援プログラムについて
　　　　　　　　　　若手会員による研究発表支援プロジェクト有志一同

　　　　　　　　　　　　　　杉森 亮介（甲南大学）

　　　　　　　　　　　　　　染川 真由美（明治学院大学）

　　　　　　　　　　(世話人)中元 崇（京都大学[京都国立近代美術館出向中]）

　　　　　　　　　　　　　　新野 豊（立命館大学）
　　　　　　　　　　　　　　牧 裕也（国士舘大学）

　　　　　　　　　　　　　　檜森 茂樹（名城大学）

　　　　　　　　　　(協力)　梅澤 貴典（中央大学）
· 趣旨
●──ある若手会員のつぶやき
	「業務の高度化・専門化が求められる現在、職員自身の能力開発が大切」、「実践と理論が組み合わさった活動に参加して知識・経験を得たい」、そんな思いを持ってJUAMに入りました。
「でも、うちの大学は地方にあるから、なかなか同年代の会員と知り合えないんだよね」、「もしかしたら自分の大学の取り組みって、他の人にも参考になるかもしれない。でも大会での発表って、そんなの敷居が高いし…相談できる人もいないし…」
と、せっかくJUAMに入ったけど、ちょっとした行き詰まり感もあるこの頃です。


●JUAMで何かやりたいモチベーションはある。でも取っ掛かりはどこに？
若手会員にも様々な立場の方がいます。「自大学の管理職・先輩の多数が既にJUAM会員になっている」あるいは「大学院を修了していて、これまで他の学会で何回か研究・実践発表（以下発表）経験がある」ような会員の場合、自然と学会の活用の仕方（他の会員とのネットワーク構築、メンター的な方とのつながり、発表に求められるもの）を身につけられるかと思います。
ところが、「小規模大学で誰もJUAMの会員はいないけど、JUAMの趣旨に賛同して入ってみた。でも研究集会や地域の研究会って知り合いもいないし、発表なんてやり方分かんないからちょっと参加しにくいなあ。かといって何もしないと、学会誌が毎年一冊送られてくるだけでもったいないなあ…」という状況の方もいらっしゃるのではないでしょうか。
●待ちません。自分たちで考え、自分たちで作ります！
こうした状況を打破するきっかけとして若手会員の発表を支援するプログラムを提案・開発したいと考えます。一つは「研究・実践発表に求められるものについての講演」、「大学職員に求められる研究手法等の講義」「研究・実践を進めるための図書・資料の探し方を主題とした講義」、「発表経験者との交流」などからなる半日のワークショップを実施します。もう一つは「発表経験者（メンター）とのネットワークの構築」です。

これらを通じて、若手会員の発表推進・育成に努め、結果として各大学での実践やJUAMのより一層の活性化につながるものを目指したいと思います。

「JUAMに入ったのはいいけれど、どうしたらいいの？」と思っている若手会員の方、またそうした若手を支援したいとの思いを持った、同年代の経験ある人間の積極的な参加を期待しています。
· 狙い・特徴
(1)
「若手会員の研究集会等での発表」を最終的な達成点として、ワークショップ、ネットワーク構築を通じて、若手会員を支援します。

(2)
「若手会員の自らの研究・実践をまとめ、発表し、それが会員自身あるいは自大学での実践、学会の進展に寄与する」という従来からの発表の狙いに加え、若手会員が、「同じような仲間と一緒に考える」、「少し先輩の若手とのつながりを持つ」ことが、情報交換の機会、相互のモチベーション維持・発揚になると考えます。

(3)
今回支援する側である若手層においても、後輩、次の世代とのつながりが持てるとともに、支援する機会そのものが、支援する側の成長の機会を提供します。

(4)
次年度以降、本プログラムが継続する場合、今回支援を受けた側の若手会員が、次年度は支援する側に回ることを想定しています。このことで、プログラムそのもの、関わるメンバーとも再生産・発展することを意図しています。

· プログラムの検討体制について
本プロジェクトは、JUAM若手会員の有志の発案により、研究・研修委員会の協力を得て進めるものです。7名の有志からの「呼びかけ」というかたちで、スタートしましたが、固定した集まりではありません（もし「参画したい」という方がいらっしゃれば、ぜひ、いつでもお気軽に世話人までご連絡ください）。

初となる今年度は、試行の年として、「ワークショップの開催」と「発表を希望する若手会員へのメンター制度」の二つを中核に検討実施していきたいと考えています。

· １．ワークショップの開催
1. ワークショップの開催

【開催日時】2011年7月18日（月・祝）13時～17時頃
【開催会場】中央大学後楽園キャンパス○号館○階○○教室（調整中）
　　　　　　（アクセスマップ）
　　　　　　http://www.chuo-u.ac.jp/chuo-u/cbs/cbs09_j.html
【内容（予定）】

(1)講演：「若手会員の研究・実践発表に期待されるもの」

　講師：（JUAM役職者の方に依頼中）

内容：テーマに沿って、「職員が研究・実践することの意味・自大学での活かし方」、「研究結果や実践経験を暗黙知にとどめず、他者（他大学）の人間が理解するようにまとめ、プレゼンすることで培われる能力とは何か」、「発表で得られるものは何か」、「学会誌投稿という展望」などについて講演いただくことを予定しています（質疑応答も含めて30分程度）。

(2)講義１：「大学職員の研究手法・論文に求められるもの

　　　　　　　～立命館大学・米国サンタクララ大学の経験から～（仮題）」

　講師：新野 豊氏（立命館大学国際関係学部事務室）

内容：立命館大学大学行政研究・研修センターや米国サンタクララ大学大学院高等教育行政コースでの成果を踏まえて、「大学職員はどのように研究を捉えるべきか」「どのような研究手法があるのか」などについて講義を行います。（約一時間）

(3)講義２：「大学職員のための情報収集法・大学図書館最大活用法（仮題）」

　講師：梅澤 貴典氏（中央大学ビジネススクール事務室）

内容：中央大学等での図書館職員としての知見や、同氏の東京大学大学院教育学研究科大学経営・政策コースでの経験を踏まえて、「研究・実践を進めるための図書・資料の探し方」「発表・論文での文献引用ルール」などについて講義を行います（約一時間程度）。
(4)グループディスカッション：発表経験者（支援者）と参加者とでグルー

　プディスカッション。

内容：支援者と参加者で5名程度のグループを作り、「支援者の経験」、「参加者の疑問・不安点」などを基に話し合ってもらいます（約一時間程度）。

　※ワークショップ終了後、懇親会を予定。
【参加資格】
　特に問いません、会員以外の方も可。ただし、本年9月の研究集会での

発表を予定している方を優先させていただきます（最大30名程度）。

　参加の可否は申し込み締め切り後、改めてご連絡させていただきます。
【申し込み・問い合わせ】
　6月20日（月）までに、以下の項目を下記宛先までEメールでお送り

ください。（その他問い合わせについても宛先までご連絡ください）
　(1)氏名、(2)所属(大学名等)、(3)役職名、(4)大学行政管理学会の

会員・非会員の別（非会員の方も参加可）、(5)本年9月の研究集会での

発表予定の有無（有の場合は予定する発表テーマ等を書き添えてくださ

い） (6)懇親会の参加の有無、(7)連絡先
　[宛先] 中元 崇<nkmt_tksh [あっと] mbn.nifty.com>

　　　　（お手数ですが [あっと] は＠に置き換えてメールください）

　　　　（京都国立近代美術館庶務課事業係（電話075-761-4115））

【備考】

　会場、プログラム内容（講師等）については調整中です。お申し込みいただいた方には、直接確定した内容をご連絡いたします。
· 9月研究集会での発表を希望する若手会員へのメンター制度
「発表を考えているけど、やり方がわからない」「当日ってどんな雰囲気なんだろう」「自分の原稿、客観的かなあ」など、初めての発表者は様々な不安や悩みがあろうかと思います。そうした若手本人（メンティ）、またそれに対する支援を行う人（メンター）を募集します。メンターからはメンティへ、メール等にて発表内容や進捗状況、あるいは当日の準備物等、様々なアドバイスをお願いします。

発表を希望する若手会員（メンティ）の方へ

6月3日（金）までに、「氏名」「所属」「連絡先」「発表したいと思う内容（数行程度）」「希望する支援者の専門分野（例えば“キャリア支援、特にインターンシップに詳しい方”）」「その他希望すること・ご意見」などを下記宛先までEメールでお送りください。希望内容を基に、メンターを探し、マッチングいたします。マッチング後、メンターの連絡先等をお知らせします。
発表を希望する若手会員への支援を希望する方へ
マッチングはメンティの希望によりますので、メンターを希望しても、必ずメンティがつくとは限りませんが、「自分は●●な分野だとアドバイスできるので関わりたい」という方がいらっしゃれば6月3日（金）まで、下記宛先まで「氏名」「所属」「連絡先」「支援可能な専門分野」などをお送りください。マッチング後、メンティの連絡先等をお知らせします（マッチングができなかった場合も、その旨ご連絡します）。
なお、できるだけ負担にならないよう、一対一のマッチングを考えておりますが、場合によっては複数のメンティをお願いする場合もありますので、あらかじめご了解ください。

宛先
　[宛先] 中元 崇<nkmt_tksh [あっと] mbn.nifty.com>

　　　　（お手数ですが [あっと] は＠に置き換えてメールください）

　　　　（京都国立近代美術館庶務課事業係（電話075-761-4115））

備考

· メンターの方には、基本的にメール等負担にならない範囲での支援をお願いしたいと考えておりますが、可能であれば、9月の発表当日、メンティの発表する教室に参加して、聴講・あるいは支援（自立を妨げない程度の）を行っていただければ幸いです。

· メンティの数について、制限は今のところ考えておりません（概ね10名前後ぐらいかと見込んでいます）。ただ万一予想を超える数の場合、お断りすることもございますので、あらかじめご容赦ください。
· メンター希望者の専門分野とメンティの希望分野と合わない場合は、勝手ながら、適切な専門分野でいらっしゃる会員の方へ個別直接こちらからメンターのお引き受けを依頼することも考えております。その際は、可能な限り前向きにご相談いただければ幸いです。
以上
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